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鳥取県の年齢区分別人口の推移
○少子高齢化の進展に伴い、64歳以下の人口（年少人口及び生産年齢人口）は年々減少している
一方、65歳以上の高齢者の人口は年々増加している。

（単位：人）

178,155人

148,596人

約20％増



救急搬送人員の推移
○高齢者人口の増加に伴い、救急搬送人員は年々増加傾向にある。
※令和４年の救急搬送人員は、３消防局とも過去最多を更新。

11,637人

10,917人

27,635人

5,081人

（単位：人）

過去最多

（人）

（人）

（人）

（人）



年齢区分別救急搬送人員の推移
○高齢者人口の増加に伴い、65歳以上の高齢者の救急搬送人員は年々増加している一方、
65歳未満の救急搬送人員はほぼ横ばいの状態である。

（単位：人）

10,973人

19,086人約74％増



年齢区分別救急搬送人員（割合）の推移
○高齢者人口の増加に伴い、全救急搬送人員に占める65歳以上の高齢者の割合は年々増加
している。

（単位：人）

69.1％
53.2％

約16％増



傷病程度別救急搬送人員の推移
○中等症の人員は年々増加傾向にあるものの、死亡、重症及び軽症の人員はほぼ横ばいの状態
である。

（単位：人）



傷病程度別救急搬送人員（割合）の推移
○全救急搬送人員のうち、約４割の救急患者が「軽症」である状態が続いている。

36.8％



傷病程度別-年齢区分別救急搬送人員（割合）の推移
○18歳未満の全救急搬送人員のうち、約６割の救急患者が「軽症」である状態が続いている。
※18歳以上65歳未満では約５割、65歳以上では約３割の救急患者が「軽症」である。



救急搬送困難事案の推移
○救急搬送困難事案の発生件数は、年々増加傾向にある。その原因として、主に、新型コロナ
ウイルス感染症の影響によるものと推察される。

（件）

（件）

（件）

（件）

（単位：件）



今後の目指すべき姿と主な取り組み（案）
＜目指すべき姿（案）＞
救急医療の需要は今後も増加することが予想され、救急医療資源に限りがあるなか、

この需要に対応しつつ、より質の高い救急医療を提供するため、救急医療機関の適正
受診や救急車の適正利用を啓発するとともに、地域の救急医療機関や消防機関等が連
携することにより、全ての救急患者に対応できる救急医療体制の構築を推進します。

＜主な取り組み（案）＞
○「救急車の適時・適切な利用」の促進
→電話相談事業(とっとりおとな救急ダイヤル(#7119)・とっとり子ども
救急ダイヤル#8000)）の利用促進。

→救急車利用マニュアルや救急受診ガイド(Ｑ助)(総務省消防庁作成)の周知。
※特に、65歳以上の高齢者及び子どもの保護者等への周知徹底。
※相談対応時間や電話回線数の拡充も検討。

○「救急医療機関の適正受診」の啓発
→救急医療体制の仕組みや救急医療機関の受診の流れなど、救急医療機関の
適正受診に資する情報をより具体的でかつ分かりやすく一般県⺠へ周知を⾏う。

【目標値】
☆救急搬送人員に占める軽症患者の割合
令和４年：36.8％ → 令和11年：25.0％


